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活動状況の概要

Ø マリンスポーツの普及展開の中、堀川運河や播磨灘に浮遊するプラス
チックごみ回収を継続的に実施する。

Ø 地元団体の行事に協働参画しつつ、「セーリングスポーツ体験学習」
「運河や播磨灘の環境学習」「地域の歴史学習」とを組み合わせたハ
イブリッド的な活動を推進する。

Ø このハイブリッドの活動を「体験型の観光事業」として活かす仕組み
づくりを地元団体のみなさんとで取り組む。



運河に来たらヨットに乗れる



子ども達はヨットに乗ると非日常の
世界を知る



ヨット体験学習の時、堀川運河でプラスチックごみ
みつけたら、皆んなで拾う



プラスチックごみ拾い日の推進ツール

a参加者はバッチ
を付ける

b参加者にリーフレット配布

cポールに回収中旗を掲揚
dマストに回収中旗を掲揚

e工楽家旧宅駐車場には常時掲揚

リーフレット
サンプル別添



セーリング 環境 地域歴史の
三学習を両面案内パンフレットにする

パンフレットサンプル別添



環境・地域歴史の学習風景

東播磨県民局
環境課長講話

ルネサンス
みなと町高砂
会員の歴史講話
と紙芝居

兵庫県
環境学習資料



今後の学習展開 手法

ヨットと環境
の体験型学習

ヨットに
乗っての
環境学習
教室開催



堀川運河と向島公園の親水性活用プラン
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①船溜エリア

③向島公園内海

・乗下船用の簡易施設の設置
・工楽家旧宅行事plus環境

・人が集うベンチ設置
（地元石材＆間伐材利用）

・運河と播磨灘を利用した
環境学習エリア。

・OPディンギー体験練習
・SUP(Stand Up Paddleboard)

・シーカヤック

・運河とヨットの風景づくり。

・マリンスポーツ体験エリア。

・川と海の環境学習

目的：歴史ある町高砂、工楽家旧宅、
堀川運河、向島公園を繋ぎ親水エリア
を活かし、その再構築により多くの人
たちが集うエリアをつくる。

SUP シーカヤック

SUP レース（ペーロンの現代版）

万灯祭播磨灘ヨットレース

海からようこそ高砂へ

小学生OPディンギー教室

簡易ポンツーン

②海浜公園

キーワード：体験型観光エリア



高砂市観光交流ビューロー協働マリンイルミネーション

2020年クリスマスから年末まで医療関係者への感謝の気持ちでブルー点灯をする。高砂市観光交流ビューロー撮影



みんなに伝える みんなで拾う

「親水性を高める、海に親しみ、海に学び、海を活用する」活動で、
プラスチック・スマート・フォーラムへ登録した
カテゴリー 「伝える」対応への役割を果たす。

運河と灘の月例行事でそれを伝え、実際にプラスチックごみを拾う。
体験型観光を関係団体と協働企画しそこでプラごみ課題を伝える。

海洋マイクロプラスチック化するプラスチックゴミを水際で止める。
運河で止める、行事ではプラ包装を使わない。


